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北籠倶楽部 山口教員団A
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

3 * 2 0 1 0 2 4 1 4 * (C) 14 0 5 4 4 9 5

11 7 0 2 3 1 3 0 5 2 0 1 0 0 1 0

15 * 7 0 3 1 0 3 0 6 * 13 1 5 0 3 1 2

24 2 0 1 0 1 4 0 7 * 8 0 4 0 2 6 0

25 * (C) 6 2 0 0 4 10 2 8 0 0 0 0 1 0 1

26 * 4 0 2 0 1 7 1 9 6 0 3 0 1 6 0

34 2 0 1 0 1 1 0 10 * 2 0 1 0 1 0 3

41 * 16 0 6 4 4 7 1 11 * 11 0 5 1 2 1 1

45 - - - - - - - 12 0 0 0 0 0 4 2

13 13 1 5 0 1 1 2

14 3 1 0 0 0 1 0

15 4 0 1 2 0 2 2

16 8 0 4 0 0 4 3

17 3 1 0 0 1 0 2

46 2 16 8 14 39 5 87 4 34 7 16 36 23

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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冨永　拓貴

島袋　脩

末岡　大樹

川本　賢一

北本　久展

渡邊　真一郎

高橋　悠

隅廣　敬太郞

藤原　成輝

コーチ 中村　大介

辰本　将和

三池　将隆

東日本大震災復興支援

第52回男子全日本教員バスケットボール選手権大会
(第70回国民体育大会ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ競技ﾘﾊｰｻﾙ大会)

津村　昌彦

漆田　卓

小町屋　亮介

只野　博海 廣中　俊

野口　翔

西村　悠コーチ

戦　　評

合計合計

斎藤　誠輔

記載者

正田　翔

２回戦、北籠倶楽部山口県。
両チームマンツーマンでスタート。序盤、北海道は＃41のミドルシュート、山口は＃7＃11のバスケットカウント等で得点し6－7と互角
の立ち上がりを見せる。山口は徐々にディフェンスを厳しくしかけ、残り5分間得点を許さない。　8－28と山口が圧倒する。
2ピリオド、両チーム共にアウトシュート中心に組み立てるが、決定力を欠き思う様に得点が伸びない。5分近く膠着状態が続くが、北
海道はアウトサイドスクリーンをきっかけに＃41を中心に攻撃し＃25の3Pなどで少し差を縮め、24－39と山口15点リードで前半終了。
3ピリオド、山口は5メンモーションオフェンスからパスがよく回り、＃4＃7＃11を中心に全員が得点にからむ。北海道はディフェンスラ
インを上げて対抗するが、山口は落ち着いて対応、逆に33－63とリードを広げて3ピリオド終了。
4ピリオド、北海道は2－3ゾーンディフェンスで反撃のきっかけをつかもうとする。しかし山口は＃13の3P、＃9のポストプレイで着々と
加点、＃15のシュートも正確にリングを射抜く。
山口は最後まで追撃を許さず、46－87で快勝した。
北海道はスクリーンプレーやドライブを中心に積極果敢に攻め入ったが、山口の固く激しいディフェンスを崩しきれずに敗退した。

選　手　氏　名

濱岡　孝行 （所属） 和歌山県バスケットボール協会

大村　繁人

46 87

2014年8月12日(火)

北籠倶楽部 山口教員団A男子2回戦

主審

副審

(北海道)

会場： 和歌山ビッグホエールCコート

○ (山口県)●

15:00

井邊　正城

久田　勝基

横尾　栄一

No. 12C-4 日時：

選　手　氏　名

青木　純

古谷　慶太
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